
 

 

 

 

 

 

 

――【温州みかん】――――――――――――――――――――――――――――――― 

 病害虫防除   

７月下旬～8月中旬 

○黒点病     ペンコゼブ水和剤      600倍 166ｇ／水100㍑ 収穫30日前 4回 

又はジマンダイセン水和剤 600倍 166ｇ／水100㍑  収穫30日前 4回 

 ○カイガラムシ類     コルト顆粒水和剤 3,000倍 33g／水100㍑ 収穫前日 3回 

  チャノキイロアザミウマ 

○ミカンハダニ  メビウスフロアブル（劇） 3,000倍 33ml／水100㍑ 収穫７日前 ２回 

ミカンサビダニ  

アザミウマ類     

ミカンハモグリガ  

 樹別摘果  （大津・青島） 

裏年の樹は7月中に全摘果しましょう。表年の樹は、この時期の摘果を控え、１０月下旬からの仕上げ摘

果で上を向いた極大果だけを摘果しましょう。 

 

――【不知火・はるみ・湘南ゴールド】――――――――――――――――――――――― 

 病害虫防除  黒点病の防除が重要となってきます。必ず行いましょう。 

６月下旬～７月上旬 

○かいよう病（単用散布） コサイド３０００ 2,000倍 50g／100㍑ 

（薬害軽減のためクレフノン200倍 500g／100㍑を加用） 

 7月上旬～8月中旬 

 ○黒点病  ペンコゼブ水和剤 600倍 166ｇ／水100㍑ 収穫90日前 4回 

       又はジマンダイセン水和剤 600倍 166ｇ／水100㍑ 収穫90日前 4回 

○ミカンハダニ  ミカンサビダニ    メビウスフロアブル（劇） 3,000倍 33ml/水100㍑  

アザミウマ類 ミカンハモグリガ                 収穫14日前 ２回  

 ※昨年度、梅雨明け以降にサビダニが多発しました。梅雨明け後、晴天が続く場合 メビウスフロアブル  

 を必ず散布しましょう。 

※カイガラムシを多く見かけた場合はコルト顆粒水和剤3,000倍 33g／100㍑ 収穫前日 3回を散布

する。 

 摘 果  

＊不知火・はるみは樹勢維持のため、生理落果が始まったら樹冠上部１／３から１／４を全摘果します。不

知火は生理落果終了後に葉100枚に１果、はるみは7月下旬までに葉120枚に１果を目安に摘果します。 

＊夏季に乾燥を受けると高酸になりますので、潅水や敷き藁を行い、過乾燥を防ぎましょう。 

＊湘南ゴールドは7月20日時点で果実の横径が20mm以下（1円硬貨程度）と粗皮やス上がり果の発生し

やすい表層成りの果実をシンニング（摘果）する方法が有効です。 

 

〇営業時間の変更について 

     6 月 30 日      15 時まで営業（棚卸のため） 

     ７月 3１日      15 時まで営業（棚卸のため） 

 



――【レモン】―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 病害虫防除   7月 

○かいよう病・黒点病 コサイド3000 2,000倍 50ｇ／水100㍑  又は 

           イデクリーン水和剤 500倍 200ｇ／水100㍑  

          （薬害軽減のためクレフノン200倍を加用する） 

7月下旬～8月中旬 

○黒点病  ジマンダイセン水和剤 600倍 166g／水100㍑ 収穫90日前 4回 

○ミカンハモグリガ・アザミウマ類 メビウスフロアブル （劇） 3,000倍 33ml／水100㍑ 

チャノホコリダニ・ミカンサビダニ               収穫14日前 2回 

※昨年度、梅雨明け以降にサビダニが多発しました。梅雨明け後、晴天が続く場合 メビウスフロアブル  

を必ず散布しましょう。 

※コサイド3000、イデクリーン水和剤との混用は効果低減を招くのでしない。 

※カイガラムシを多く見かけた場合は、コルト顆粒水和剤3,000倍 33ｇ／水100㍑ 収穫前日 3回 

 を散布する 

※ジマンダイセンを散布できない場合は、キノンドー水和剤80 800倍 125ｇ／100㍑ 収穫30日前 

 3回を散布する。 

 

――【う め】―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 病害虫防除  7月中旬～下旬 

○黒星病・環紋葉枯病 

○モモヒメヨコバイ 

トップジンM水和剤 1,500倍  66g／水100㍑ 収穫21日前 3回 

テッパン液剤    2,000倍 50ml／水100㍑ 収穫前日 ２回 

※ここ数年モモヒメヨコバイが7月に多発しています。発生すると葉の光合成能力の低下や早期落葉を 

 起こして、樹勢の低下の原因となるため、必ず防除しましょう。 

礼肥の施用  5月下旬～7月中下旬 

（目的）樹勢回復と翌年の花芽充実のため。一番重要な肥料なので、必ず施用しましょう。 

梅配合 120kg/10a 

 

――【キウイフルーツ】――――――――――――――――――――――――――――― 

 病害虫防除  7月上旬 

○果実軟腐病 ナリアWDG      2,000倍  50ｇ／水100㍑ 収穫前日 2回 

○キウイヒメヨコバイ 

カイガラムシ類 

モスピラン顆粒水溶剤（劇）2,000倍 50g／水100㍑ 収穫7日前 3回 

○カメムシ類発生時 スタークル顆粒水溶剤 2,000倍  50ｇ／水100㍑ 収穫前日 3回 

 

7月下旬～8月中旬 

 ○キイロマイコガ  フェニックスフロアブル 4,000倍 25ml／水100㍑ 収穫7日前 3回 

 

 夏季剪定  止め葉が出る６月中旬ごろより夏季剪定を実施し、棚下の明るさを維持しましょう。 

＊晴天の日で、土の表面にところどころ日が射す程度 

 乾燥防止対策  梅雨明け後の乾燥に注意。敷き藁や潅水を実施し、土壌の乾燥を防ぎましょう。 

 

 

 

 



――【お 茶】―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 病害虫防除  

６月下旬～７月上旬  

○輪斑病・新梢枯死症 カスミンボルドー 1,000倍 100ｇ／水100㍑ 摘採14日前 2回 

※剪整枝後、出来るだけ早く（3日以内）散布する。 

7月中旬～７月下旬  

○チャノミドリヒメヨコバイ 

チャノキイロアザミウマ 

チャトゲコナジラミ 

コルト顆粒水和剤 ３,000倍 33ｇ/水100㍑ 摘採７日前 2回 

 ※夏整枝後、2週間を目安に散布する。 

①二番茶を摘採した場合の管理 

 整枝作業  

整枝時期 二番茶摘採10日後を目安に、遅れ芽が出揃うのを待ってから行いましょう。 

整枝位置 二番茶の摘採面  

※整枝を怠ると摘採面が不揃いになりやすく、来年の一番茶の減収を招きやすいので、必ず行いましょう。 

②二番茶を摘採しない場合の管理 

 整枝作業  

整枝時期 ７月上旬を目安に、二番茶芽が出揃うのを待ってから行いましょう。 

整枝位置 一番茶摘採面の２～３ｃｍ上で行いましょう。ただし、二番茶芽が病害虫の被害で 

     十分に生育しなかった場合は、一番茶摘採面より数ｃｍ下で整枝します。 

＊整枝を怠ると芽数が少なくなり、株面の枝が不揃いになるため、来年の一番茶の減収を招くので、 

必ず行いましょう。 

 

 

 

＜注意＞ 

「収穫〇日前」：定められた使用時期。記載されている収穫前日数まで散布ができます。（前日は24時間前） 

「回数」：農薬成分の総使用回数のこと。栽培期間中、何回散布可能か確認しましょう。 

△！ △！ 店舗により農薬の在庫状況が異なりますので、記載の農薬を購入される場合は購入先の店舗に事

前に在庫確認をしていただくとスムーズに購入できます。△！ △！  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農薬を使用する際は、適用作物・希釈倍数・使用回数・使用方法等の使用基準を遵守するととも

に飛散防止に努め、ラベルをよく確認し、必ずラベルに基づいて使用しましょう。           

ねっとショップのお知らせ 

ねっとショップ会員登録画面へのアクセス方法 

https://jac-toru.zennoh.or.jp/ 

新規会員登録はこちらから 

ねっとショップ新機会員登録方法 

ステップ 1：「新規ユーザー（登録へ）」ボタンを押す 

上記 QR コードを読み込むか、JAのホームページから「JA ねっとショップ」にアクセス 

いただき「新規ユーザー（登録へ）」ボタンを押してください。 

ステップ 2：メールアドレスを入力 

ご案内先メールアドレスを登録するとご案内メールが届きます。 

ステップ３：Ｅメールが届きます 

届いたご案内メールには、お名前や住所等を登録するためのＵＲＬが記載されています。 

ステップ４：ＵＲＬより会員情報登録 

ＵＲＬを開いて会員情報を登録してください 

 

https://jac-toru.zennoh.or.jp/

